第1回　光明小学校　学校規模適正化検討委員会　＜報告＞
１　日　時　　　7月27日(水)AM10：00～11：30
２　場　所　　　光明小学校　4階　会議室
３　記　録
（１）はじめに
（２）委員紹介
　　　　自己紹介形式による
（３）会議の進め方
　　　　事務局より
　　　⇒　本来であれば、要綱等を作成し、会長及び副会長を選出した上で、会議の進行をお願いするところではあるが、全委員会から忌憚のないご意見を聴くため、当初の進行は教育委員会で行いたい。
　　　　　会議を重ねるなかで、当委員会で自発的に進行し、意見を取りまとめようとする場合は、その段階で会長や副会長を選出し、進行も含めてお願いしたい。
　　　＜異議なし＞
（４）協議
　　①「宝塚市立小学校及び中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針」の説明
　　②「光明小学校の現状」の説明
　　③学校長から
　　　　　大規模校と小規模校を経験してきたが、大規模校は大変であった。
　　　　　小規模校としては、人数が少ないことは、子どもにとって不幸だと思う。この時期、人間力が向上する時期で、多くの子どもとの関わりが重要だと感じる。学習面でも刺激を受けながら育っていくので、ある程度の規模は必要だと感じている。
　　　　　学校長としては、廃校を前提として、日々、教育活動を繰り広げている訳ではなく、3年先、4年先を見て取り組んでいる。児童数は少ないが、この状況の中で、子ども達のことを考え継続的に取り組んでいる。
　　④質疑
　　　○　西谷小学校は歴史があり、小規模校ではあるが現状を維持しようとしている。小規模校のデメリットがある中で、なぜ、西谷小学校を残すことになったのか？
　　　⇒　西谷小学校は、過去、分校を廃校してきた経過があることや、統合する近隣の学校がないことから、今回の適正化の対象外としたもので、西谷小学校の歴史を尊重したものではない。
　　　　　西谷地域は、特認校制度も含めた検討が必要となると考えている。
　　　○　学校規模と学力の間には相関関係があるのか？
　　　⇒　全国学力状況調査の結果があるので、（文部科学省の集約結果等で全国的な傾向が見えるのかどうかも含めて）次回の資料として提出する。
　　　○　安全安心で通学できる環境の視点から、光明小学校は、中津浜線と御所川の間にあり、安全である。御所川が危険地域であり、この御所川を越えて通学すると危険になる。
　　　○　昭和62年生まれの子どもがおり、光明小学校を卒業した。この子が入学する時から、光明小学校が廃校になると言われていた。当時の校長に聞くと、廃校になるかもしれないと言われたが、後任に就いた脇舛校長は、絶対に廃校にはならないと力強く答えてくれたので、保護者として安心できた。
　　　○　小規模校よりも大規模校の方が問題が大きいと思う。光明小学校でも各学年2学級あれば良い。廃校にしない前提で議論を進めてほしい。
　　　○　良元小学校や末成小学校など、近隣校の児童数や学級は維持しているのに、なぜ、光明小学校だけが減少しているのか、この状況をどう分析しているのか？
　　　⇒　具体的に検証したものではないが、例えば、良元小学校区には、小学校前に集中して集合住宅があり、比較的、若年世帯が入れ替わって住んでいる。また、末成小学校区では、校区内に住宅開発があり、その結果維持している。光明小学校区には、新たな住宅開発もなく、大きな集合住宅も少ないことから、若年世帯が入ってこない環境にある。こうしたことが原因であると考えている。
　　　○　先月、適正化検討委員会のことを宝Ｐ協に伝えたら、誰も知らなかった。光明小学校だけの取り組みなのか？全市的な問題であれば、宝Ｐ協にも説明しておいてほしい。
　　　⇒　確かに宝Ｐ協には何も説明していない。直近の機会で説明したい。
　　　○　自分は光明小学校の卒業生で、ちょうど2年生の時に末成小学校から光明小学校に移った。その後、一旦、市外に出たが、また光明小学校区内に戻って、子育てをしたが、今、中学校は宝塚第一中学校へ進学している。この光明小学校区は振り回されているように思う。
　　　⇒　光明小学校は、開校当時は、全域が高司中学校区であった。ところが、昭和62年頃、光ガ丘中学校の新設に伴い、市域の右岸側の中学校区全体の見直しが進められた。宝梅中学校区の一部を光ガ丘中学校区とし、宝塚第一中学校区の一部を宝梅中学校に編入しました。そのため、宝塚第一中学校と高司中学校の間でも校区の変更が生じ、その結果、光明小学校区の一部が宝塚第一中学校区となった経過がる。
　　　　　次回、過去の中学校区の再編についても情報提供していきたい。
○　就学指定された学校よりも近くに別の学校があり、中には、別の学校を通り過ぎて就学指定された学校へ通学するケースもある。通学の安全性を考えるのであれば、こうした校区編成は問題がある。
⇒　本市では、人口増加や住宅開発に合わせて新設校を設置してきた経過があり、通学区域を設定するとき、児童生徒数の調整を優先して設定したことが原因だと考えられる。
　　例えば、Ａ小学校に、道路を隔てて隣接する地域が、Ａ小学校ではなく、別のＢ小学校の校区設定になっている地域が複数あり、過去から課題認識はしている。
　　ただし、こうした通学区域を調整する場合、全市に影響を及ぼすことから、すぐに解決することは困難である。
　　全市的な通学区域のあり方を検討するときの課題として整理しておきたい。
○　基本方針等、小中学校の適正化に係る資料等はホームページに掲載されているのか？
　⇒　パブリック・コメントなど、一連の手続きについては、ホームページで公開しているが、今後、適正化検討委員会の進捗状況等も含めて、ホームページで公開したい。また、ホームページを見たとき、すぐに見つかるよう工夫する。
○　光明小学校区の中にある県営住宅（Ｓ46新築310世帯）は、かつて多くの児童が住んでおり、光明小学校に通っていたが、現在では5～6人しか子どもはいない。入居募集もしていない。建て替えするような話もない。この土地活用の動向も留意しなければならない。（意見）
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